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令和元年度 山形県行政支出点検・行政改革推進委員会 

第３回会議 委員の意見概要 

 

◇ 日  時  令和元年度１２月２日（月） 13：00～14：40 

 

◇ 会  場  １６０２会議室 

 

◇ 出席委員 

   委員長 砂田洋志 

   委 員 尾形律子、田中達彦、中鉢美佳 

       （欠席委員：小口裕之、小関健太郎、樋口恵佳、山上絵美） 

〈五十音順、敬称略〉 

 

■委員の主な意見等 

議事（１）「事務事業評価（事業レベルのＰＤＣＡ）」について            

 ◆農林水産部「地域農業を支える元気な中小稲作農家支援事業費」について 

（中鉢美佳委員） 

 補助要件の「３年後に販売金額 1.2 倍、農業所得 1.3 倍」という設定が妥当だったの

か検証が必要なのではないか。 

 

（尾形律子委員） 

 過年度の成果実績よりも、結果的に目標値が低くなっているが、目標値の設定の経緯

はどうだったのか。 

 

（田中達彦委員） 

 結果を踏まえて事業の見直しを行っており、ＰＤＣＡが働いている。 

 

 ◆農林水産部「県産米等輸出力強化推進事業費」について 

（砂田洋志委員長） 

 山形の米は、高品質と認識されているが、低コスト・多収米の海外への売り込みは、

県産米のイメージダウンにつながるのではないか。従来のブランド戦略との整合性をど

のように考えているのか。 

 

（中鉢美佳委員） 

 農産物の特長等を記載した外国語パンフレットは、山形県の観光ＰＲでも使えるので

はないか。 
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 ◆農林水産部「やまがたスマート農業普及推進事業費」について 

（砂田洋志委員長） 

 農家の方の負担軽減が事業の目的であり、実証を行った新技術は、農家が一番困って

いることに対する支援となるものか。 

 

 ◆県土整備部「セーフティネット住宅供給促進事業費」について 

（砂田洋志委員長） 

 市町村の実施している空き家バンク事業と重複はないのか。 

 

（山上絵美委員）※事務局より報告 

 空き家バンク事業に関わっているが、この事業については知らなかったので、周知方

法を検討する必要があるのではないか。 

 

 ◆教育庁「教職員働き方改革推進事業費」について 

（中鉢美佳委員） 

 スクール・サポート・スタッフは、大規模校に配置されているが、できる限り中小規

模校にも配置してほしい。 

 

（田中達彦委員） 

 配置された方の働きぶりなど現場の実態を検証していただきたい。 

 

 ◆教育庁「子どもベンチャーマインド育成事業費」について 

（中鉢美佳委員） 

 成果指標は、事業目的に合っているのか。 

 

（田中達彦委員） 

 成果指標は、必ずしも一つに絞る必要はない。いろいろな指標を組み合わせながら、

幅広い視点で評価してもらいたい。 

 

ま と め 

（砂田洋志委員長） 

 各事業について、本日の意見を参考にしながら進めていただきたい。 

 

 

議事（２）公社等の見直しについて                        

（砂田洋志委員長） 

 対象となる公社について、累積損失をなるべく減らし、単年度においても赤字になら

ないように、しっかりチェックしてもらいたい。 

 


